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 常磐～三陸海域の見通し 

 対象期間：８月～９月 

 対象漁業：いか釣り、底びき網、定置網、まき網 

 来遊量：前年並み 

 漁期・漁場：対象期間を通じて漁場となる 

 魚体：前年並み 

 

 詳しくは水産庁ホームページをご覧ください。     

 URL： http://www.jfa.maff.go.jp/j/press/sigen/140731.html 
ご意見などは漁業資源部（担当；川島、髙梨、後藤）までお寄せください。 

  7月27日に、水産庁から平成2７年度太平洋スルメイカ漁況予報が発表されましたので 
  紹介します。 

＜予報の説明（抜粋）＞ 

常磐～三陸海域 この海域の漁獲対象資源は太平洋沿岸域を北上する群を主体に、津軽

海峡から来遊する日本海由来の群が含まれると考えられる。三陸周辺海域（41 ﾟN 以

南、143 ﾟE 以西）における漁場一斉調査でのCPUE（図1）は前年を下回ったものの、青

森県白糠港に水揚げされた小型いか釣り漁船によるCPUE は前年を上回った（6月の白糠

港CPUEは前年比1035%）。さらに、津軽海峡からの来遊量も、前年並みと予測される。 

 以上のことから、常磐～三陸海域への来遊量は前年並みと予測される。第2 回東北海

区海況予報（水産総合研究センター）によると、近海の黒潮続流の北限位置は平年並み

～やや北偏を予測していることから、沿岸域を北上する群れの移動は早い可能性があ

る。魚体サイズは、漁場一斉調査の測定結果（図2）から、前年並みと考えられる。 

《８月～９月の漁況の見通し》 

図1 太平洋第1次漁場一斉調査の結果（6月上旬～下旬のいか釣りによるスルメイカのCPUE（いか
釣り機1台1時間あたり漁獲尾数）の分布（実線は海面水温の分布を示す） 

図2 太平洋第1次漁場一斉調査による外套背長組成の結果 


